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ーフェニトロチオン(スミチオン,MEP)にょ

るヒノキの異’常落葉枯死についてー
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U試験目的

マッノザイセンチュウを伝播するマツノマダラカミキリの防除にフェニトロチオン(以下

MEPと記す)が試験的に空中散布されたのはI 9 7 2年頃からであるが,I 9 7 4年以降は 

全国的に哭施されるようになった。1974¢. 一部のMEP塗中散布地やその隣接地带でヒ 

ノキの異常枯死木が発見された。それ故に本報ではこのヒノキの異常枯死が何に起因するかを

究明すると冋時に異常枯死のメカニズムについて検討し,あわせて.その防止対策について2, 

3の思案をこころみた。

10試験の経過と得られた成果

I)薬害発見の経称と再現

19 7 4年•奈良営林署管内の地獄谷,野山,畝傍山の各国有林および福山営林署管内, 

さらには大阪府下能勢郡能勢町および河内長野市.山口県熊毛郡のMEP空中敞布地および 

その周辺で異常な落葉をともなって枯死するヒノキが発見された。この他高知県香北町でも 

I可様なw例が報告された。このようなヒノキの異侑•落葉枯死現卖は今までに前例がなく全く 

F恩!しなかったため,その対策は急を要し,原因究明のため関係機関の専門家による現地調 

査が大阪府能勢町倉垣地区および柏原地区や高知県香北町吉野地区で同年8月2 7日〜3 0 

日の4日問にわたり詳細に調査された。その主な調査項目は空中散布地の林相’地形および 

土壊条件の検討や病虫害.気象害およぴ生理障害の可能性についてであったが詞査の結果ほ 

これらのいずれでもないと結犒された。また,散布薬剤による薬害の可能性についても,笑
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処理後日数

図ー1 捌冠各階における感受性個体(盈I, 4, 5, 7)のMEPによる
平均落葉率の経日変化

然溶葉い+高さI から2回落ドしたさいの落剩わを経時的に調査した。その結果は図ー

丨に示した通りである。上,暦•中腐および下橋ともMEP処理2日後より落葉が観察され, 

処理5日前後で最も顕著な落葉が生じ.処理2 3日後ではすべての葉は脱落した。したがっ 

て.お冠のどの部位でもMEPに対する感受性には差がないことが判った。しかしながら, 

与年葉は旧棄よりもMEPに対する反応日数(落葉が始まるまでの日数)が長い傾向がある。

4)MEPの濃度と落萊靖

感受性個体の小枝(2S〜300n)に2 〇. 10, 5 . 2. 5 ,1.〇 ・ 〇• 5 . 〇• 2 5および 

01p pmのME Pを葉面処理し,水挿して2 5C下においたa処理後毎日,一定時刻の落 

楚忧を調充した。その結果を総じてみた場合,供試した3本の感受性個休間にらMEPに対 

『る莱剤感受性の差がみられるが,一般的にはME P濃度が高いほど早期に顕著な落葉がみ 

られ,濃度に応じた落葉現象がみとめられる。
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図ー 4 MEP濃度と累積落葉源(感受性個体先7 ) 
5)落葉と季節的な違い

感受性および非感受性個体について1 977年5月～1 978年4月の約1年問にわたり, 
最大落葉量：に遅する日数を通禿し,季節的な差があるか否かを検討した。その結果を表ー1 
に示した。各月別の平均日数をみてみると,5および6月では4.】および4. 0日であったが, 
賊も気温の高い7月,8月では3.1日と日数が短縮される。しかし9月～12月,1月～2 
月と気応が低くなるにしたがい,落葉発現に要する日数が増え,とくに1月や2月では落葉 
はみたものの睥度であった。3月,4月になると気温の上昇にともない日数も徐々に短くな 
る。一方,非感受性個体ではどの時期でも金く落莱は観察されなかった。この結果は反応日 
敎が温度によって左右されることを示唆しており,この点についてさらに詳しく検討した結 
果,表ー 2に示したように,温度の低下にしたがい反応日数が遅延され,5C下では全く落 
菓を示さなくなった。
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個番体号 197月7 月月月月 月 月月197月8 . 月 月［月
5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

14 4 3 3 4 1
2 44334 1

感 34 4 3 3 3 い
受 44 4 3 4 3 4
性 54 5 3 3 3 4
個 64 5 4 3 3 3
体8 443334
95 3 3 3 4 4

1 〇 4 3 3 3 4 3
平均 4.1 4.0 3.1 3.1 3.4 3.8
1 5 
1 6
1 7 すべて落策せず
1 8
1 9

-落葉せず
・ 落葉は睽度

表一 2 回度と落葉に要する日数との関係 

尚号 30C 2 5C 20 C
1346 
2345 
3444 
4445 

感受性個体 5 4 4 5
6445 
8344 

! 〇 3 4 4
平均 3.5 4.0 5.0
1 5 — — —

非感受性個体 1 6 — — —
1 7 — — —

•軽度の落葉
-452-

6 9 1 3 23 9 5
6 9 一 2296
611 - 23 9 6
6 | 2 — 239 6
6 9 12 23 9
6 9 13229 6
59 — 2 2 7 5
7 1 1 一 23 7 6
7 9 1 3 2 2 9 6

6.5 9.9 1 2.8 2 2.5 8.5 5 7

15C 】0C 5 C
9 1 G* —
9 1 6 * —
9 1 6 • —
9—一

9 1 5 • —
9——
9 1 3* —
9 1 3 * —

9.0 1 4.8

累積落葉率

1 5処理後日數10 13
函ー 6 累積落葉率におけるMEP処理感受性個体(戒4 )の 
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図ー 7 明累E積g条落件葉率下におけるME P処理慈受性個体(あ5)の

6) 明町条件と落葉現象
人工気象装留を用いて• 21時間連続照明.丨2時間照明12時間暗黒,2 4時間暗黒糸 

件下で落葉現象の発現を調査した。火験はすべて照度は2 0.。 0 0 LUX•温度2 5C下で汀・, 
た°その結果は図ー 5 ～ 7に示した通りである。3本の感受性個体について明喑条件と落弁: 
現象をみてみると,供試木中I本は明暗条件を変えても落葉現象にほとんど去はなく •他の 
2本では落葉までの経過に若干の羌がみられたが,落莱現象と明暗条件は一定の傾向をあし 
ていないa

7) ヒノキ以外の樹種と落葉現象
MEPによる異常落葉現象がヒノキだけに発現するものかどうかを表ー 3に示した! 3 

の樹種について検为した。その結果は表ー 3の通りである。すなわら,ヒノキのような阴自 
な異常落葉がM EP処理によって生ずる御捆はまったく観察されなかったが,軽度の落至せ 
歎がみとめられた栃種はタイワンヒノキ,チャボヒパ,オオゴンヒパ,ニオイヒパ,フィリ 
ヒパ,タチビャクシンの6樹種であった。したがって,これらの樹種ではME Pの影響をう 
けたとしても,樹冠全伝が落葉するような個体の出現の可能性はきわめて低いと考えられう,
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落 葉 本 数・
樹加(又は品種)名 調査本故 5日目 10日目 15日目

タイワンヒノキ 60 2 1 4 8 57
スイリュウヒパ 20 3 8 1 〇
ヒ ム ロ 14 〇 〇 〇
チャポヒバ 1 6 6 1 6 1 6
オオゴンヒバ 20 2 20 2 〇
コノテガシワ 20 〇 1 ! 〇
ニオイ ヒパ 1 〇 〇 7 1 〇
ギガントネリコ 1 〇 〇 11
イ ト ス ギ 1 4 〇 〇 7
アスナロ 4 〇 〇 〇 〇
フィリヒバ 1 〇 2 7 ! 〇
カイズカイブキ 2 〇 〇 〇 1 〇
クチビャクシン 8 〇 6 8
・ 軽度の落榮でMEPの落葉とは様子がことなる。

8)感受性個体のさし木およびつき木による増殖
戚受性個体より81本(1977年).4 25本(1978年),255本(1979年)の 

さし穂を4〜5月にさし木し,各年ともさし付け後半年を経過した時期に堀り取り,発根率 
を調べた。冋様に非感受性個体についても20本(1977年),85本(1978年), 
15 5本(1 9 7 9年)について検討した。その結果は表ー 4に示した通りである。感受性 
個休の平均発根率は1 9 7 7年•1 9 7 8年および1 9 7 9年でそれぞれ•9.9, 5. 4およ 
ぴ7. 5 %であったのに比べて非感受性個体では80多(197 7年).9 6, 5务(1978 
年)7 6.2%(19 7 9年)であり,感受性個体のさし木による発根率は非感受性個体のそ 
れよりもさわめて低いことが判った。次に感受性およぴ非感受性個体からつぎ穂を採取し5 
Cドに保存した後,4月初旬に卷法にしたがってつぎ木した。台木は19 7 7年に植戒した 
7年生のヒノキを供試した。その結果は冋じく表ー4に示した。19 8 0年における試験結 
果では感受性個体の平均活着率は7 3. 〇%で非感受性個体のそれは8 4. 3 %と両者間に大差 
なかった。また,19 81年の試験結果でも感受性および非感受性個体の平均活着率はモれ 
ぞれ6 5.6%および71.7务と前年と同様な結果であった。したかって•感受性個体の増殖 
はつぎ木によって容易に出来ることが判った。また,つぎ木によって増殖した個休のMEP
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表ー4 感受性および非感受性個体のさし木’つき・木による増饥

実施年度 感受性
さし木 

平均発根率(%)

つぎ木 
平均活希率(俗>

19 7 7
感受性個体 9.9

非感受性個体 8 0.0

19 7 8
感受性個体 5.4

非感受性個体 9 6.5

19 7 9
感受性個体 7.5

非感受性個体 
感受性個体

7 6.2

7 3.0 +
19 8 0

非感受性個体 8 4.3 一

19 8 1
感受性個体 6 5.6 +

非感受性個体 7 1.7 -

+落葉,一落葉せず。

9)異驚落葉現象のメカニズム
(1)取り込みと分解代瀾能力

MEPによる匕ノキの異常溶葉現象のメカニズムを究明するには感受性および非機受«; 
個体問のMEPの取り込み皺や分解代期能力について検討する必要がある。> *C -ME P 

を両個体に葉面処理し,葉内への14C-化合物の取り込み辱と葉内における分辭代謝花カ 
について経時的に调査した。その結果•表ー 5および図ー 8～1Iに示したように,・与占 
間のM E P取り込み折には約2倍(感受性個体では非感受性個体の約2倍ほど垠り込ス債 
が多い)の差かみとめられたが.分解代謝能力には差がみられなかった°このことから, 
約2倍の戒り込み散の違いが異常落葉現象の1因であると云えなくもないが,本现象のメ 
カニズムを脱明するには不十分である。また,葉内における分解代謝物b両個休間に时h；. 

的な差かない〇 - I 2はヒノキ葉におけるMEPの推定分解代謝経路を示したが,葉面| 
の主な分解代謝物はp-nitrocreso!およぴMEPの酸化体(fenitrooxon )であり. 
葉内ではp - ni trocrcso！およびそのグルコース抱合体や脱メチル体(desmethyl f 

en i troth i on )であった〇

&一 5 応受性および非威受性個体のUC-7 i二トDチオンの取り込み

T ime SusCCp-
Fen i t rot h i on equivalent

(hr) t ibt1i ty on surf ace i nt ernal unext rac-
(mg ) (“g) ted (“g)

〇 S 0. 2 7 8 0 0.00 0.0 0
〇 R 0.27 8 0 0.00 0.0 0

S o. 2 2 2 2 2.4 2 0.。 0
1

R 0.20 7 2 7.54 1.6 7

S 0・1 9 6 3 5.64 0. 7 5
3 R o. 1 2 6 3 0.4 6 0. 8 0

S 0.1 3 0 4 1.1) 2.1 3
6

R 0.1 3 4 4 9. 2 7 4・19

S 0.08 7 9 0.86 3. 5 2
24

R 0.0 5 5 5 9.7 7 2.1 3

S 0.0 5 9 7 5. i 9 49 5
7 2

R 0.0 3 2 6 3.49 6.9 8

S 0 0 4 5 5 9.88 2.3 5
96,

R 0.0 2 5 5 3.03 4.6 7

S 0.03 1 4 8. 6 1 2.5 7
1 2〇・

R 0.0 4 2 5 2.63 6・5 4

S 0.0 7 5 8 1.0 1 2.8 3
1 4 4

R 0.0 1 7 4 7. 4 9 7.3 2
S 0. 0 2 4 6 6. 3 1 32 3

1 9 2
R 0.0 0 6 4 0.7 5 9.0 4
S 0. 0 0 2 7 15 7 7.4 7

2 4 0
R 0 0 0 6 2 4.43 6. 8 8

abscission period 

S •••感受性個体 
R •••非感受性個体
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Time hr
感受性(S)および非感受性(R)個体の葉面におけるME Pの経時変化

36 24 72 96 120 144 192 240
Time hr

図ー1〇 感受性⑶および非感受性(R)個体の葉内におけるp-n i I rocreso I 
の経時変化

ア
斎

多 e 

w 

y

Time hr
図ー 9感受性(S)および非感受性(R)個体の葉内に取り込まれたM E Pの経時変化 
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36 24 72 96 120 144 192 240
Time hr

図ー1» 感受性(S)および非感受性(R)個休の棄内における水溶性代源物の経時变化 
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図ー13 内生エチレンのガスクロマトグラム
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Gas chromatograph 
Shimazu GC-5A.

Active alumina 30/100
EIDss 3minOX Itn, 80 *C 

】【2 55 ml/min. % 65 ml/min 
Air 〇•6 1/min.
Ethylene 9.73 ppm
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+落乘‘-落葉せず

化合物 落孃 0铮な潛)

BrK 一 0.0 〇
n2 — 〇, 7 1

K 2 M n O4 — 〇・1 〇
co2 — 〇• 1 6

〇2 + I. 6 6

Soda 1imc + L 3 5

MEPのみ + 0,4 4

None — 0.0 7

によって誘起される内生エチレンがどのような性知のものかを知るため表ー7に示した茶 
件下で検討した。その結果,〇2やC02吸収剤であるSoda lime下では内生エチレンの 
発生が助長される。また,Nz下でも同じ航向がみられる。しかし1BrやC02ドで”内 
生エチレンの発生が抑制されることが判った。また•KzMnO’によって吸収されろため. 
内生エチレン|止は少ない。一般に栖物休から発生する内生エチレンは〇2や明条件にょ, 
て促進され,暗条件やC02下では抑制される。したがって.MEPで誘起される内生】 
チレンは前述したように明暗には左右されず,N2ドでも発生する点が明らかに異なる。 
さて,エチレンの生成遇程は多くの植物ホルモン‘とくに組織内のオーキシンなどにょ, 
て稍密に調節されている。落葉の要因の1つにエチレンがあり.落葉過程には離屈組織に 
おけるRNAや击白質合成が含まれる。柚物体を切断したり,放射線照射したりするよう 
な!時的塲害の埸合ではエチレンの生成も！時的な増加を示し,2 4時网以内に消失Jも 
しかし病原菌による感染や廉物による爾辑はこれらの刺激が連続的であるためエチレン1 

成の址加も連続的である。エチレン生合成とその作用についてはS.F. Yang (19 7 4) 

やM. Lieberman (19 7 9 )によって総説されており,高等植物におけるエチレン生或 
の前駆物質には！inolenic acid . methionine , C<—keto——rne t hy 11 h i ob- 

utyratc (KMB)およびpropanolなどがあり.これらがいろいろな補僧素や金顿イ 
オンによってエチレンに変換されるのであろう。ここではこれらのエチレン生成経路のう 
ち,methionineを前脳物質とした経路について考察した。先ず,DL-me th i on i no 

(0. 5 % )水溶液を感受性および非感受性個体に葉面処理および吸上げによって取り込:；

せ・発生する内生エチレンを測定した結果では.表ー 8に示したように•非感受性個体は 
いずれの以;含づも発生する内生エチレンは少ないが,悠受性個休ではD L-methionine 

を毁上げることによって取り込ませた場合に刀しい内生エチレンの故出がみとめられ,顕 

Yな落葉が誘起された。このことから,methionineが内生エチレン生成の前駆物質で 
あることが明らかとなったが,両個体間の内生エチレン発生けの違いがどのような原因に 
よろものかは不明である,methionineのエチレン生成経路にもいくつかあると考えら 
れるかここでは次の2つの生成経路について検討してみた。

• methionine —S — adenosylmelhionine —1 Aminocyclopropane —1— 

Carboxy 1 i c acid (ACC ) - Ethylene ( Adam and Yong ,1 9 7 7)

表ー8 MEP代湖物およびmethionineによふ落葉と内生エチレン扯

化 合 物
落 薬(5日目) 

感受性個体非感受性個体
内生エチレン站：(“"任/5日)
感受性個体 非感受性個体

P— n i t r 〇 c r e s 〇 ！
di methylphosphate 十— 0-27 〇.1 1
d i me t hy 1 ch 1 oroth i o- 
phospha to + 0.2 9 0.0 2

DL methionine 0.11(1.6 7 ) 0.1 4 ( 0.2 1)

No no 00 6 0.。 9

() 吸い上げた埸合

エチレン生合成における中間代闿物であるA C Cの増加にともなってエチレンも増加す 
るが,このAC C合成の阻害剤であるa - ami noxyacet ie acid ( AOA ). Si Ivor- 

thiosulfate comp 1 ex ( S T S )および propy I gal late ( PG )の水溶液を感受 
性および非感受性個体に吸い上げによって取り込ませた後,MEP( 5 0 ppm )を葉面処 
理し,処理5日後,発生した内生エチレン仙:と落葉の有無を拥査した。その結果は表ー 9 

に示した通りである。すなわち,A 0 AやPG処理ではM E Pによる内生エチレンの誘起 
と落乘を抑制することはない。このことはヒノキにはACC生成経路が存在しないか・存 

在するとしたらAO AやPGのAC C合成阻害作用がM EPによってブロックされること 
を皿！・承している。冋様なことはSTSについても考えられるが•興味深いことは,STS 

かACCの増加を阻止する作用を有するにもか、わらずSTS処理はMEPによる内生エ 
チレンの促進作用を阻害しないが,落葉を阻止することがある。さらに,STS処理のみ 
でも両個体からかなりの内生エチレンの放出がみとめられたことである。このことはヒノ
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表ー 9 AOA. STS. PGおよびACCと落葉および内生エチレン吊

処 理
落葉(5日目)

n
内生ろチとン償
(/9/5 日)

酔赛 個作
2mM AOA + MEP + 3.。 4 0l 〇
2n)M AOA + MEP + 2.1 5 0.1 1

2 mM AOA + ME P + 8.0 8 0.1 〇
2mM AOA 0.2 6 0.。 5
2mM AOA 0. 4 2 0.4 1

4mM STS + MEP 11.7 6 1.7 1

4mM STS + MEP 4.2 1 0.7 7

4mM STS+MEP 4.5 1 0 2 5

4mM STS 1 0.3 7 い3

4mM STS 1.9 3 1.37

2mM PG+MEP ■+ 3.4 2 0.。 8
2mM PG+ MEP + 2.1 5 0.2 2

2mM PG+MEP + 7.5 1 0.1 1

2mM PG — 1.69 0,。 2
2mM PG — 0.2 3 0.0 2

1 mM ACC + MEP + 6.8 〇 0.。 9
1 mM ACC + MEP + 3.11 〇.1 8

1 mM ACC + MEP + 1.6 5 0.11

1mM ACC — 0.7 0 0.1 7

1mM ACC — 0.3 5 0.1 2

MEP : 5 〇 ppm

Wれ故にM E Pによってこのパーオキシダーゼがどのような作用をうけるかをそれぞれ感 
受:性および非感受性個体について検射した。感受性および非怒受性個体にMEPを葉面処 
河し・饱理慢I. 2 . 3および5日目に各々の個体から生葉3 〇 9の鱗片葉をとりパーオ 
+シケーゼを抽出し,等電点電気泳動法により比較検討した。図ー14から明らかなよう 
に応受性および非感受性個体のパーオキシダーゼのザイモグラ厶から感受性個体では丨8 

木・JE感受性個体ではI 7本の酵素バンドが検出された。これらの酔淇パンドのうち・両 
価休問に共通する酸素パンドはE4と曲(Rf 0, I 5 ), E7とE‘5 ( Rf 024 ) , E12と 
封’9 ( Rf 0.4 9 ) , E17 と E'ii ( R f 0. 7 1),E18 と E'i2(RfO76 )および E19 と 
E'13 ( Rf 0.8 I )であった。図-14に示したin vivoの実験においてMEP処理5 

日俊に感受性個体ではE12〜E】4の屛素バンドが著しく活性化され,さらにE6および 
】ら〇の鮮素バンドが出現した。しかし・非感受性個体にはE。とE】oと同じRf値をもつ 
E,.i ( Rf 0.2 i )とE‘7 ( Rf 0.3 7 )とがすでに存在し・きわめて興味深い。一方,同 
時期における非感受性個休ではほとんどの酵素バンドがM E Pの影醬をうけておらず,E‘9 

とE'ioの醉素パンドがわずかに阻害されることが判った。両個体間で上述した共通の醇 
長パンドについてみてみると.就受性個体でMEPによって活性化された酵素バンドのう 
ち,E12と冋じRf値をちつ非感受性個体のE‘9は明らかにMEPによって阻皆されてい 
るかその他の共通の酵素バンドはなんら影響をうけていない。次にin vitroにおける 
M E Pのパーオキシダーゼ阻害を剛個体の生察1〇 9から抽出した酵素液にME P濃度が 
I. I x1〇 ー】〜3.6 x1〇本Mになれるように加え,3 7 Cで3 〇分間インキュベ-bし 

た後・さきと同様,等電点電気泳動法によってパーオキシダーゼのザイモグラムを比較し 
た。パーオキシダーゼは両個休とも3 7 C,3 〇分間のインキュベートによってなんら影 
舞されない。その結衆:は也 15に示した通りである。MEP1.1X ! 〇-> -3.6XI〇-*M 

の範囲内では悠受性個体のパーオキシダーゼはまったく阻吿されないが,非感受性個体の 
パーオキシダーゼでは酵素バンドE?n ～ E'16が3.6 X!〇"3M以上のME Pによって阻 
舍が生ずることが判った。したがって,in vivoおよぴin vitroの実験結果を総じて 
君えあわせると次のような結論となる。M E Pによるヒノキの異常落葉現象は感受性個体 
ではエチレン生合成過程に関写する酸化酔・のパ’ーオキシダーゼがMEPによって活性化 
され,多択の内生エチレンが放出され,結果として,顕著な落葉が誘起されると考えられ 
ろ。
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表-I 〇 仃制5化合物による落葉と内生エチレン址
落 葉 (5日目) 内生エチレン仙(“レ9/5日)

冇嵌域化合物 感受性個体 非感受性個体感受性個体 非感受性個体

(CH3O)2PS. (CVbO)2PO型
MEP 
ma 1 a th i on 
d ime t hoa le 
trichlorfon 
f e n t h i o n 
hailed 
phenthoale 
cyano fos 
t h i n rn e I o n 
moth i dath ion 
ESP 
dichlorvos 
mcthylparathion 
vami dof h i on 
p i r imi f os me thy 1 
ox i deme ton met hy1

+落葉‘・落葉せず。

Monome thy 1型
—*
—

—
—

Sa 1i th i on 0.18 0.0 9
Leptophos 0.11 0 08

Mono, diethyl型
1soxa th i on 01 7 0 1 5
diazinon 0.2 6 0 06
p i ridafenthion 0.1 2 0.。 6
ch 1o rp i r i phos 0.1 5 0 09
E P N 0.2 0 03 4 

〇 ! 2distil f o ton 0.2 6
pa ra I h i on 〇<1 8
cyanofenfos 02 9
chlorfcnvinfos 0.1 4

None 一 — 0.0 6 009

2

 6

 3

 4

1

2

 1

2

2

1

2

4
 

0

2

.1

1

 2

 1

1

 1

1

 4
 

0.

0.

0.

0

 0.
2
0.
1
0.
1
0.
1
0.
1
0.
4

7

 7

 0

4

 

0.
1
 0.
2
 0.
3
0.
4

3

 9

 1

 6

0

 7

 4

 3

2

3

7
 

0.
8
0.
2
0.
5
0.
2
0.
3
 0.
1
 0.
2
0.
3
 4

 0.

3

 0.

0.
4

+
+
+
+

—+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
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濃 度 MEP処理 平均落葉率 (穂)
濃 度 MEP処理

〇 5 B後
5 日

1 5.5

! 〇日
3 6. 8

15日
1 2.0

1 ppm
3日後 2 8.4 1 5.1 2 0.7

0. 5日後 1 5.1 3 2.8 1 4,8
2 ppm

3日後 2 7. 2 1 9.4 2 2.0

〇 ppm 0.5日後 5 2.1 2 0. 5 1 6. 8

的9 0%の落葉率を示すがActinomycin D処理区では濃度のいかんにか、わらず約
7 〇%以下に落葉率をおさえている。したがってActinomycin Dはある程gF.MEP 

の落葉現題を抑制することが判った。
(3)シクロヘキシミド処理

エチレン生合成を阻害するシクロヘキシミド処理による落葉抑制効果は表ー I 3に示し 
た通りであ石。MEPによる落葉作用はI Oppm以上のシクロへキシミドによって抑制さ 
れるが,暫しい•薬害を併発する。

於受性

感受性個体

_ *

一 ・

10 0 0

一 ・
ー専

一 ・

1 〇

一 ♦ 
一 ・ 
一 ・

-♦ 
一 ・

M E P 

処理濃度
(pp m)

50
5

〇

5 〇
〇非感受性個体

+落乘,一落葉せず,•薬害。

(4)サリチオン処理
サリゲニン環状燐酸エステル類の殺虫剤であるサリチオンをMEPと混合・することによ 

ってME Pによる•異常落葉を抑制することが図ー I 6の結果より明らかとなった。このサ 
リチオンの落葉抑制作用はMEPとサリチオンの混合比が1：2.4.1:3,1：5. 6お 
よび1:5, 9の場合に観察されるか.え金に落葉を阻止するまでにはいかない。また,サ 
リチオンでは異常落葉は誘起されない。
以上,これらの結果から,Actinomycin DやサリチオンはMEPの落葉作用をある程 

度抑制し落葉畤期を理延させはするが完全な落葉阻止効果はなく,実用的には未だ多くの問 
題があろう。しかしながら,異常落葉現象の作用機構がある程度解明された奨段階ではこの 
解明が実用的な落葉防止技術の開発に有益なヒントとなると考える。

艮一I 3 シク”へキシミドによる落葉抑制効果
シクロヘキシミド(ppm)

1 〇 〇

一 ・
—♦

一 ・

_専
一 ・

1〇

+ •

一 ♦+—

ー笊 —

一 ♦
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落
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M E P :サリチオン(】 3 )
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ME P ：サリチオン(1 5. 6 )
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図ー16 サリチオン処理による落葉抑制効果
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